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逐次近似法に よる覇像再構成 の 基礎 的検 討
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（目 的1逐 次近似法 の ML −EM と OS −EM の 画像再構成に お い て 、そ の 要因 で ある Iterationと Subsets

と画質 の 関係 を検討す る と と も に、フ ィ ル ター補正 逆投影 法 に よ る 再構成像 と 比 較 を行 っ た。

【方法】1 時聞収集 した SPECT デ
ー

タで ML −EM に よ る Iterat．ion　No ．99 の 再構成像を reference　dataと

し、検査時間 を 考慮 した 15分収集程度 の 再構成像 が で き る だ け reference 戯 a の 画質 や SPBCT 値 に

近 づ く ML −EM や OS −EM の Iterationや Subset の 回 数 を 騨 ECT 値 （他 に ROC 分析） に よ り検討 した。

1 ．円柱 フ ァ ン トム で は 、プール 状態 に よ る 均
一
性 と格子 フ ァ ン トム に よ る描出性 、また信号内信号

と信号外信号 フ ァ ン トム に よ る R◎C 分析 か ら評価 した。
2 ．脳 フ ァ ン トム で は 、左 Sylvius　 fissureに 梗塞部 （濃度 o％） と血 流低下部 （2 、40、60 ％）を 設

定 しそ の 描 出性を検討 し た。ま た 、濃度 O ％に っ い て S’S　sampling 　 angle を 4、6、12度別 に 収集 し、

投影デ
ータ 数 と subsets 数 の 関係 が 画 質 に 及 ぼ す影響 を比 較 し た。

3 ．心 筋 フ ァ ン トム で は、前壁や側壁 に IOmm φ の 梗塞部を 設 け 、 そ の 描 出性 を評価 した。

4 ．健常例 と して
’“”Tc−HM −PAO 安 静時局所脳 血 流シ ン チ グ ラ フ ィ 及 び

P“「mTc −TetrDfosmin安静時 心 筋

血流 シ ン チ グラ フ ィ を行 い 、そ の SPECT 像を評価 した。

　使用装置 は 、LEHR （
一一

部 HR −F  beam） コ リメ
ー

タを装着 した 東芝 社製 GCA 一勢 00A 八JIで 、デ ータ

処 理 装置 は 6MS −5500A ／P亘で あ る。

【結果】 プー
ル フ ァ ン トム に よ る 均

一
性 は、円 柱両端部内 の profile 五lng上 で reference と比 較 （Mean

± SD）す ると、ML −EM で は lteration　No．5  程度 で 安定す る傾 向 を 承 し た。ま た 、そ の OS −EM （keration

No ．5，　Subsets　10、亘teration　No．10，　Suむsets　5） は 類似す る 画像で あ っ た。

　格 子 状フ ァ ン トム に よる 描出性 は、最小値／最大値沈 を reference の それ と比較する と ML −EM で は 、

Iterati  n　 No ，70 付近 で 、ま た ◎ S−EM で は Iterati  n　 No、× Subsetsが 50 程度で 安定す る傾向を示 した。

　信 号外信号 と信号内信号 フ ァ ン トム に お い て 、信号成 分 が それ ぞ れ 同
一

濃度 で 1 mm φを主 と し

た ROC 分析 は、◎S−EM の Subsets　5，　Iterati  n　N   ．10が よ り優れ た SPECT 画像 で あ っ た。

　脳 フ ァ ン トム で 梗塞部 を想定 し た 描出性 は、Iteratltm　 No ．7  で ref磯 nce 比 に 近づ く傾向 を示 した 。

ま た 、血流低
一
ド部 の 濃度 を変化 させ た ML −EM の 比 較 は、高濃度 ほ ど早 く安定す る傾向 で あ っ た。

さらに 、収集角度別 で は投影方向数が少 な い 方 が 著干早 く安 定 し た。次 に lteration　No ．× Subsetsを 90

の
一一定と し投影方向数 と Subsetsが 画質 に及ぼす影響 を評価 した。　 Su軈ets を増やす ほ ど コ ン トラ ス ト

は 低 下 し、全投影デ
ー・

タを Subset と し た 演算で は 収束せ ず斷質 が 著 し く低 下 し、画 素値 の 総和も保

た れ なか っ た。
　心 筋 フ ァ ン トム に よ る前壁梗塞部 の 描 出性及 び肝臓 の 高集積部 に よ る影響を、短軸断層像 の 最小値

／最大値比 や BulVs　eye 　map 全体 の 平均値 で 評価す る と、ML −EM で は 1鰤 atlon 　No ．40 付近 で reference

に類似 す る 画 像 で あ っ た。ま た、FBP の SPECT 値は、心内腔 に負値 を認 め た が 、　 ML −EM や OS−EM

で は それが認 め られ なか っ た。Iteration　No．× Subselsを一
定数 と し た、投影数別 （18 ，72

，
36

，
18） の

Subsetsが 画質 へ 及 ぼ す 影響 は、　 Subsetsを増やす ほ ど平均値や最小値／最大値比 が 低 下 した 。

　脳 血 流 シ ン チ グ ラ フ ィ は ML −EM の Iteratiem　 No ．を ／ カ・ ら 10 回 毎 の 90ま で 再構成 した SPECT 像を

比 較 し、ま た lteration　Ne．50で は OS −EM （lteratgon
』
N   ．10，Subsets　5、1’teratien　N   5，Subsets　10） に よる

比 較 も行 っ た。目的値／最高値 ROI 内 カ ウン トは、　Itrerati  n 　No ．の 増加 に伴い 視床 で は コ ン トラス ト

の 上 昇を認 め 、ま た 脳室 で は 低下す る傾向 を示 した。

　心 筋血 流シ ン チ グ ラ フ ィ の FBP と ML −EM （lteration　 No5   ）、　 OS −F，M （laeration　 No ．10，Subsets　 5、

Iteration　No5 ，Subsets　I　O）に よ る Bull’s　eye 　map お よび 短軸断層像 を 比 較した 。 心室中隔は FBP よ り

ML −EM 、08 −EM が 良好 に描出 され て い た。ま た、1〈egiorral 　c （）  ts   躍 （Mean 　± SD ） に お い て も FBP

に 比 べ 、ML −EM や OS −EM が コ ン トラ ス トの ．．L昇を認 め た。

【考察】回数 に ある程度 の 幅 を持 た せ ざ る をえな い の は、収集 カ ウン トや形状 の 違 い に よ り収束速 度

が 異 な り、高 濃度部 よ り低濃度部 に 、ま た Flatに 比 べ un．evem 　 condition で 逐次近 似の 回 数 を増加 させ

る 必 要があ る と思 わ れ た。
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